
わ
た
し
た
ち
は
、
津
軽
海
峡
の
青
い
海
と
美
し
い
み
ど
り
の
丘
と
、
太
陽

わ
た
し
た
ち
は
、
津
軽
海
峡
の
青
い
海
と
美
し
い
み
ど
り
の
丘
と
、
太
陽

に
恵
ま
れ
た
本
州
の
最
北
の
地
に
住
む
大
間
町
の
町
民
で
す
。

に
恵
ま
れ
た
本
州
の
最
北
の
地
に
住
む
大
間
町
の
町
民
で
す
。

先
人
の
力
と
汗
の
偉
業
を
た
た
え
、
自
然
を
い
つ
く
し
み
、
郷
土
を
愛
し
、

先
人
の
力
と
汗
の
偉
業
を
た
た
え
、
自
然
を
い
つ
く
し
み
、
郷
土
を
愛
し
、

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
文
化
的
で
た
く
ま
し
く
、
豊
か
で
明
る
く
、
う
る

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
文
化
的
で
た
く
ま
し
く
、
豊
か
で
明
る
く
、
う
る

お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を
定
め
実
践
し
ま
す
。

お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を
定
め
実
践
し
ま
す
。

１
．
健
康
で
よ
く
働
く
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
健
康
で
よ
く
働
く
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
教
養
と
文
化
の
高
い
清
ら
か
な
町
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
教
養
と
文
化
の
高
い
清
ら
か
な
町
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
互
い
に
話
し
合
う
平
和
で
な
ご
や
か
な
町
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
互
い
に
話
し
合
う
平
和
で
な
ご
や
か
な
町
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
人
を
愛
し
、
ま
こ
と
を
つ
く
す
し
あ
わ
せ
な
町
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

１
．
人
を
愛
し
、
ま
こ
と
を
つ
く
す
し
あ
わ
せ
な
町
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

町
民
憲
章

町
民
憲
章

38年
間

の
幕

を
教

え
子

と
共

に
閉

じ
る

誠
心

館
道

場
38年

間
の

幕
を

教
え

子
と

共
に

閉
じ

る
誠

心
館

道
場
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本
日
こ
こ
に
、
令
和
５
年
第
１
回
大
間
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年

度
予
算
を
は
じ
め
、
各
般
に
わ
た
る
議
案
審
議
を
願
う
に
あ
た
り
、
町
長
と
し

て
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
議
会
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
し
「
笑
顔
満
開
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町
民
皆
様

と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
奉
仕
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
心
に
持
ち
、
行
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
種
の
課
題
解
決
に
焦
ら
ず
一
歩
一
歩
前
に
行
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

さ
て
、
地
球
環
境
の
変
化
、
温
暖
化
等
で
昨
年
も
津
軽
地
方
を
中
心
に
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
む
つ
市
赤
川
地
区
、
風
間
浦
村
下
風
呂
地
区
、
桑
畑
地
区
の
集
中
豪

雨
災
害
に
よ
る
、
国
道
２
７
９
号
線
で
の
斜
面
崩
落
や
土
石
流
発
生
に
よ
る
橋

の
崩
落
や
損
壊
等
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
北
通
り
三
ヶ
町
村
、
下
北
町

村
会
、
下
北
総
合
開
発
期
成
同
盟
会
等
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
で
国
、
県
へ
の
要
望
活

動
を
続
け
た
結
果
、
国
道
２
７
９
号
線
の
復
旧
工
事
は
全
面
復
旧
に
向
け
着
々

と
工
事
が
進
捗
い
る
こ
と
、
ま
た
、
津
波
対
策
を
含
ん
だ
避
難
道
路
と
し
て
の

バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
バ
イ
パ
ス
化
着
手
前
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等

で
関
係
地
域
住
民
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
基
本
設
計
に
結
び
つ
け
る
動
き

を
し
て
お
り
、
早
々
の
着
工
が
期
待
さ
れ
る
状
況
ま
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
着
工
ま
で
は
国
道
２
７
９
号
線
の
バ
イ
パ
ス
化
及
び
佐
井
方
面
へ
の
避
難

道
と
し
て
国
道
３
３
８
号
線
の
奥
戸
バ
イ
パ
ス
化
の
要
望
活
動
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
。

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
災
害
想
定
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
及
び
防
災
マ
ッ
プ
作
成
業
務
を
行
う
と
と
も

に
、
毎
年
１
回
の
避
難
訓
練
、
避
難
所
の
点
検
、
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
、
老
朽
化
が
著
し
く
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
充
分
で
な
い
状
況
に

あ
っ
た
消
防
署
庁
舎
建
設
が
昨
年
11
月
に
着
工
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
の
運
用

開
始
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
で
町
民
の
安
心
、
安
全
、

更
に
は
生
命
、
財
産
を
守
る
防
災
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
終
息
が
見
え

な
い
中
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
感
染
者
数
も
減
少
し
て
き
て
い
る
状
態
で
、

国
や
県
も
地
域
経
済
を
守
る
た
め
、
行
動
制
限
等
の
規
制
を
緩
和
し
、
人
の
流

れ
、
物
流
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
各
種
団
体
、
教
育
関
係
、
行
政

関
係
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
完
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
昨
年
11
月
か
ら
５
回
目
の
接
種
が
始
ま
り
、
今
年
３
月

で
完
了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
も
感
染
予
防
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
民
皆
様
の
安
心
安
全
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
原
子
力
発
電
所
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
５
月
に
細
田
経
産
副
大
臣
、
11
月
に
は
西
村
経
済
産
業
大
臣
が
当
町

を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
良
い
流
れ
の
中
、
12
月
に
岸
田
首
相
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
す
に
は
、
原
子
力
発
電
運
開
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
が
最
も

大
事
に
な
る
こ
と
を
発
表
し
、
さ
ら
に
は
先
月
、
脱
炭
素
へ
の
新
法
「
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
法
案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
非
常

に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
源
開
発
株
式
会
社
に
は
、

大
間
町
長

野

㟒

尚

文

令
和
五
年
度

施
政
方
針
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２
年
延
期
と
な
る
２
０
２
４
年
の
工
事
再
開
、
２
０
３
０
年
の
運
用
開
始
の
目

標
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
運
用
開
始
が
再
度
２
年
延
び
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
財
政
も
厳
し
い

状
態
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
電
源
開
発
株
式
会
社
に
対
し
て
は
、
新
た
な

交
付
金
、
補
助
金
及
び
支
援
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
下
に
、
統
合

し
て
２
年
目
と
な
る
新
生
大
間
中
学
校
が
剣
道
男
女
団
体
県
大
会
優
勝
、
全
国

大
会
出
場
、
野
球
部
県
中
体
連
第
３
位
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
部
、
柔

道
部
と
県
中
体
連
で
活
躍
し
、
町
中
に
明
る
い
話
題
と
笑
顔
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
で
は
「
知
育
」「
徳
育
」「
体
育
」「
食
育
」
の
四
項
目
が
あ
り
、

そ
の
中
の
「
食
育
」
が
大
切
な
役
割
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
小
中
学
校
の
完
全
給
食
実
施
に
向
け
て
、
今
年
度
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
基
本
構
想
に
取
り
掛
か
り
、
今
後
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
建
設
工
事
と

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
県
立
大
間
高
等
学
校
が
県
内
４
校
の
地
域
校
と
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

少
子
化
が
進
む
中
で
生
徒
数
の
減
少
を
阻
止
す
る
た
め
、
大
間
高
校
地
域
活
性

化
推
進
協
議
会
で
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
１
月
12
日
に

青
森
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
県
内
５
校
目
と
な
る
「
全
国
募
集
」
導
入
校
に

決
定
さ
れ
、
令
和
６
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
北
通
り
３
ヶ
町
村
で

財
政
支
援
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

健
康
、
福
祉
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
明
る
い
笑
顔
は
町
民
皆
様
の
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
５
回
目
が
今
年
３
月
で
完
了
す
る
こ
と
、
ま
た
、
が
ん
検
診
や
特

定
健
診
等
受
診
の
推
進
を
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
健
康
、
福
祉
の
活
動
拠
点
で
あ
る
（
仮
称
）
複
合
施
設
が
基
礎
工
事
の

際
、
地
盤
に
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
結
果
、
町
民
皆
様
の
安
全
を
第
一
に
岩
盤

ま
で
の
杭
工
法
で
、
現
状
復
旧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
工
期
が
延
び
令
和

６
年
４
月
の
運
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
高
齢
者
対
策
と
し
て
交
通
手
段
を
使
わ
ず
買
い
物
が
で
き
る
店

舗
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
「
大
間
町
買
い
物
支
援
事
業
」
を
令
和

５
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
少
子
化
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
子
宝
祝
金
支
給
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
対
し
入
学
祝
金
支

給
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
豊
洲
市
場

の
初
セ
リ
で
「
大
間
ま
ぐ
ろ
」
が
一
番
マ
グ
ロ
で
競
り
落
と
さ
れ
、
新
年
早
々
、

明
る
い
話
題
を
提
供
さ
せ
て
も
ら
い
一
安
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ

グ
ロ
の
漁
獲
規
制
に
よ
る
漁
業
法
違
反
（
報
告
義
務
違
反
）、
ス
ル
メ
イ
カ
の
大

不
漁
、
沿
岸
漁
業
の
不
振
等
、
様
々
な
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
「
大
間
ま

ぐ
ろ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
努
力
と
対
策
を
町
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
何
か
、

県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
両
漁
協
と
共
に
活
性
化
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
北
通
り
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流
等
、

磯
根
資
源
の
育
成
に
つ
い
て
、
大
間
町
漁
業
振
興
協
議
会
が
中
心
と
な
り
研
究

協
議
を
進
め
、
今
年
度
は
ア
ワ
ビ
の
水
槽
1
ヶ
所
を
ナ
マ
コ
の
種
苗
に
使
用
し
、

放
流
増
を
目
指
し
、
豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

農
業
、
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
及
び
天
然
記
念

物
食
害
対
策
事
業
を
活
用
し
、
集
道
赤
平
の
整
備
、
奥
戸
材
木
地
区
の
新
釜
の

ほ
場
を
利
用
し
お
こ
っ
ぺ
い
も
の
生
産
拡
大
を
実
施
し
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣
被

害
防
止
電
気
柵
修
繕
、
設
置
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

畜
産
業
で
は
、
大
間
牛
「
陸
マ
グ
ロ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
地
元
消
費
の
維

持
、
品
質
向
上
、
効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の

よ
り
効
率
的
な
運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
再
度
２
年
延
期

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
の
交
付
金
が
不
透
明
な
こ
と
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
燃
料
の
高
騰
、
食
料
品
等
の
物
価
高
、

特
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
町
の
経
済
、
町
民
皆
様
の
家
計
に
大
変
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
は
従
前
ど
お
り
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
に
支
援
す
る
と
と
も
に
小
規
模
経
営
改
善
資
金
制
度
へ
の
利
子
補
給
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

観
光
で
は
、
昨
年
度
か
ら
国
、
県
の
規
制
緩
和
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
前
に
人
流
、
物

流
も
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
、
大
間

町
の
「
食
」「
祭
り
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
観
光
」
等
を
発
信
し
、
国
内
外
か
ら
の
誘

客
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
社
会
基
盤
整
備
事
業
で
は
道
路
側
溝
、
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
住
民

生
活
の
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
整
備
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
町
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
５
年
度
で
大
間
崎
団
地
建

設
が
終
了
予
定
で
、
そ
の
後
も
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
空
家
に
つ
い
て
は
、
大
間
町
空
家
対
策
計
画
に

基
づ
き
徹
底
的
な
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
、
特
定
空
家
等
の
認
定
を
行
い
、

速
や
か
に
略
式
代
執
行
が
図
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
実
行
す
る
こ
と
で
、
周

辺
住
民
の
不
安
、
安
全
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
原
子
力
発

電
所
工
事
再
開
、
運
転
開
始
が
２
年
延
び
た
こ
と
、
原
油
燃
料
の
高
騰
、
食
料
品

等
の
物
価
高
騰
、
特
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
等
で
大
変
厳
し
い
町
財
政
状
況
に

あ
り
、
町
で
実
施
す
る
事
業
を
ス
リ
ム
化
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
工
夫
、
町
施
設
の
徹

底
し
た
節
約
を
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
国
、
県
の
各

種
補
助
金
を
活
用
し
、
町
の
経
済
対
策
、
各
種
事
業
を
適
正
な
予
算
で
財
政
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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昨
年
度
当
初
予
算
比
で
３
億
６
，
６
７
１
万
７
千
円
の
増

額
（
６
．
８
％
増
）
と
な
っ
た
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
今
年
度

の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
、
令
和
５
年
の
町
議
会
第
１
回
定
例

会
（
３
月
議
会
）
に
お
い
て
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予

算
な
ど
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

予算の効率的運用を徹底

前年度比 3億6,671万7千円の増（6.8％増)

依
存
財
源
69
・
２
％

(国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
)

自
主
財
源
30
・
８
％

(町
独
自
で
の
徴
収
や
収
納
)

６億6,693万２千円（1.6％増）
歳入の主なものは介護保険料
１億1,250万６千円。歳出の主な
ものは保険給付費５億6,533万９
千円。

介護保険特別会計予算

７億5,875万６千円（7.4％増）
歳入の主なものは医療給付費
分・後期高齢者支援金分・介護納
付金分を合わせて１億4,854万８
千円。歳出の主なものは保険給
付費４億4,514万８千円。

国民健康保険特別会計予算

5,696万３千円（0.8％増）
歳入の主なものは後期高齢者
医療保険料3,246万５千円。歳出
の主なものは後期高齢者医療広
域連合納付金5,372万円。

後期高齢者医療特別会計予算
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収益的収入及び支出
収入 １億7,322万１千円
支出 １億6,747万２千円
資本的収入及び支出
収入 8,086万６千円
支出 １億5,437万３千円
（不足分は内部留保資金で補填）

水道事業会計予算

２億5,552万9千円（2.4％増）
歳入の主なものは事業収入
2,287 万６千円、国庫支出金
4,000万円。歳出の主なものは維
持管理委託料2,344万９千円、管
渠布設工事3,590万円。

下水道事業特別会計予算



6

令和５年３月31日(金)で大間誠心館道場が閉館となり、翌４月１日に大間誠心館道場のＯＢ
やＯＧ、育成会など多くの関係者が大内二郎先生のもとに集まりました。
久々に大内先生と再会したＯＢ・ＯＧは、懐かしい道場での思い出を振り返り、大内先生も大

きくなった教え子と久しぶりに再会する光景に道場内は笑顔で溢れていました。
この日は集まった関係者の中には、アテネオリンピック男子90㎏級銀メダリストの泉 浩氏も

駆けつけ、柔道を習う子どもたちに模範演技を行い、集まった関係者から熱い視線が送られて
いました。

★まちのできごと★



大内先生はあいさつの際に、「町内の子どもたちに勝つことにこだわるのではなく、相手を思
いやる気持ちや礼儀を大切にしていきたいという気持ちで、柔道を通じて大間町の子どもたち
に指導をしてきた」とお話ししておりました。
このように学校や家庭以外で、子どもたちの学びの場となる場所が町内から減ってしまうこ

とは、とても残念な気持ちではありますが、まずは38年間大間町の子どもたちのためにご尽力
いただいた大間誠心館道場に感謝の気持ちを送りたいと思います。今まで大間の子どもたちの
ために本当にありがとうございました。

▲大間誠心館道場ＯＢ・ＯＧ・関係者等 集合写真

▲教え子と再会する様子 ▲泉 浩 氏による模範演技の様子
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★まちのできごと★


大間地域婦人会では、赤十字奉仕団活動の一環として、毎年、ぞうきん・おしぼり等の寄贈を行ってい

ます。
今年も会員が縫ったものはもとより、大間地区町内のたくさんの方々から頂いたぞうきんを、大間幼

稚園、保育園２カ所、大間小、中学校、特養「くろまつ」に合わせて約700枚ほどお届けすることができ、
毎年の事ながら大変喜んでいただきました。
ご協力いただいた皆さまに心より感謝いたします。来年もよろしくお願いいたします。
あわせて、婦人会会員も大募集しております。興味のある方は、お気軽に会長（山崎）までお問い合わ

せください。
⬘ 大間地域婦人会 会長 ☎０９０－１４５７－７９３４


令和５年４月７日(金)に大間町内各学校で入学

式が行われました。
小学校の新入生は、初めての学校生活に期待と

夢に胸を膨らませ、初々しい入場でした。
中学校の新入生は、緊張しながらも、中学生に

なった自覚や覚悟が感じられるような立派な入場
でした。
ご入学おめでとうございます。

▲奥戸小学校入学式 ▲大間小学校入学式

▲大間中学校入学式


欠員（１名）となっていました、大間町教育委

員に、菊池雄大氏が３月開催の第１回大間町議会
定例会において議会の同意を得て選任されまし
た。なお、任期は前任者の残任期間（令和５年３
月15日～令和６年９月30日）となります。

教育長 山 本 隆
教育長職務代理者 髙 松 大 助
教育委員 佐 藤 恵美子
教育委員 小 向 英 徳
教育委員 菊 池 雄 大
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４月23日(日)に投開票が行われました、大間町議会議員一般選挙の結果は次のとおりです。

投票の状況

★まちのできごと★

番号 党 派 候補者氏名 得票数 当落

1 無所属 石 戸 秀 雄 氏 254票 当

2 無所属 堺 祐 介 氏 191票 当

3 無所属 山 崎 一 利 氏 294票 当

4 無所属 野 﨑 信 行 氏 169票

5 無所属 伝 法 正 広 氏 462.235票 当

6 無所属 宮 野 昭 一 氏 263票 当

7 無所属 伝 法 厚 史 氏 285.764票 当

8 無所属 竹 内 勝 雄 氏 306票 当

9 無所属 正 根 秋 雄 氏 422票 当

10 無所属 佐々木 信 彦 氏 381票 当

11 無所属 吉 田 安 男 氏 196票 当

⬘ 選挙管理委員会 ☎３７－２１１１

有 権 者 数 ４，１６２人

投 票 者 数 ３，２６２人

投 票 率 ７８．３８％

投票総数の
内 訳

有効投票総数 ３，２２４票

無効投票総数 ３８票

得票結果

※記載は届出順
※少数以下の投票数はあん分された票数

大間町議会議員に当選された方々
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生 活 整 備 課
課 長 増 山 渉
課 長 補 佐 赤 田 一 美
課 長 補 佐 菊 池 貴 明
建 設 係 長 松 山 幸 太
下 水 道 係 長 (課 長 兼 務)
上 水 道 係 長 (菊池補佐兼務)
主 査 泉 優 介
主 査 小 谷 晃 司
主 事 中 嶋 大 稀
主 事 傳 法 空 芽
主 事 増 田 誠 弥

議 会 事 務 局
事 務 局 長 菊 池 良 一
庶 務 係 長 (局 長 兼 務）
議 事 係 長 宮 野 ゆかり

教育委員会教育課
課 長 菊 池 雄 三
課 長 補 佐 浅 見 法
主 幹 岩 瀬 久美子
総 務 係 長 (主 幹 兼 務）
社 会 教 育 係 長 (補 佐 兼 務）
主 査 村 川 遼
主 査 古 畑 雄 貴
主 査 大 西 寿 裕
主 事 菊 池 恭 平
主 事 和 田 健 人
会計年度任用職員 新 田 未 来
外国語指導助手 アジュクム･ジュニア

ポール･アッタ
公 民 館 長 (課 長 兼 務）
体 育 館 長 (課 長 兼 務）
勤労青少年ホーム館長 (課 長 兼 務)
交 流 館 長 (課 長 兼 務）

幼 稚 園
幼 稚 園 長 村 川 研 二
総 括 教 諭 山 田 久美子
主 任 教 諭 柳 牧 子
教 諭 南 禎 明
会計年度任用職員
会計年度任用職員(用務員) 大 坂 美穂子
大間小学校用務員 大 見 俊 久
奥戸小学校用務員 松 山 弘 幸
大間中学校用務員 横 浜 賢 一

大間町職員名簿 （令和５年４月１日現在）

総 務 課
参 事 細 川 大 広
課 長 (参 事 兼 務)
課 長 補 佐 山 本 竜 太
行 政 係 長 小 林 宣 慶
管 財 係 長 (補 佐 兼 務)
防 災 安 全 係 長 (参 事 兼 務)
主 査 七 島 賢 人
主 査 葛 野 峻
主 事 菊 池 廉
主 事 加 藤 結 衣
会計年度任用職員 南 かおる
会計年度任用職員(運転手) 谷 川 修
会計年度任用職員(運転手) 番 匠 一 雄

選挙管理委員会
事 務 局 長 (総務課参事併任）

企 画 経 営 課
課 長 熊 谷 直 喜
課 長 補 佐 小 林 唯 宏
企 画 情 報 係 長 伊 藤 麻衣子
財 政 係 長 (補 佐 兼 務）
原子力対策係長 (課 長 兼 務）
地方創生推進係長 (課 長 兼 務）
主 査 佐々木 翔 大
主 査 南 夏 紀
主 査 山 本 賢 伸
主 査 新 田 晃 樹
主 事 山 田 虎太郎

会 計 管 理 課
会 計 管 理 者 田 中 一 義
課 長 (管理者兼務)
副 参 事 村 川 馨 子
会 計 係 長 (副参事兼務）
主 事 山 田 芽 生

税 務 課
課 長 傳 法 裕 一
滞 納 整 理 係 長 佐々木 英 樹
税 務 係 長 岩 瀬 望
主 査 藤 枝 誠
主 事 遠 藤 孝 希
主 事 竹 内 星
調 整 監 山 田 司
会計年度任用職員 山 内 美賀子

住 民 福 祉 課
課 長 中 新 由記子
課 長 補 佐 傳 法 政 仁
戸 籍 係 金 澤 和 恵
福 祉 係 (補 佐 兼 務）
住 民 係 (課 長 兼 務）
主 査 大 西 佑 介
主 査 伊 藤 耕 陽
主 事 池 田 綺 子
主 事 佐々木 未 来
主 事 傳 法 佳 祐
主 事 田 中 涼 太

健康づくり推進課
課 長 金 澤 秀 人
課 長 補 佐 笹 谷 妙 子
保 険 係 長 七 島 篤 史
健 康 推 進 係 (補 佐 兼 務）
主 査 古 川 一 雅
主 事 伊 藤 裕 樹
主 事 薮 下 一 生
主 任 保 健 師 竹 内 はるか
主 任 保 健 師 菊 池 香 代
保 健 師 藤 巻 航
保 健 師 佐々木 由 紀
管 理 栄 養 士 鹿 内 美津穂
会計年度任用職員 坂 井 洋 子

産 業 振 興 課
課 長 高 松 慎 悦
北通り種苗育成センター所長 蝦 名 正 樹
課 長 補 佐 伊 藤 満 治
農 林 畜 産 係 長 (課長補佐兼務）
商 工 観 光 係 長 (課 長 兼 務）
水 産 振 興 係 長 (所 長 兼 務)
主 査 佐々木 賢 大
主 査 酒 田 誠 也
主 査 冨 岡 直 仁
主 査 筑 田 慎 大
主 事 山 田 祐 実
主 事 伊 藤 美 汀
推 進 監 寺 岡 耕 一

農 業 委 員 会
事 務 局 長 (産業振興課長併任）
事 務 局 (推進監併任）

町 長 野 﨑 尚 文
副 町 長 ―
教 育 長 山 本 隆
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①
葛
野

朱
華

②
高
学
年
支
援

③
東
京
女
子
大
学

④
（
趣
味
）
体
を
動
か

す
こ
と
、
筋
ト
レ

⑤
元
気
の
良
さ
を
活
か

し
、
子
供
た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
村
川

有
衣

②
３
年
生
担
任

③
佐
井
村
立

佐
井
小
学
校

④
（
趣
味
）
カ
ラ
オ
ケ
・

温
泉
巡
り

⑤
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①氏名 ②担当科または役職☆紹介内容☆ ③前任校または前任地 ④趣味・特技 ⑤ひとこと

①
菅
原

美
幸

②
特
別
支
援
学
級
副
担

任
③
む
つ
市
立
大
湊
中
学

校
（
小
中
一
貫
非
常

勤
講
師
）

④
（
趣
味
）
ピ
ア
ノ
伴
奏

⑤
か
つ
て
音
楽
教
室
の
ピ
ア
ノ
講
師
と
し

て
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

間
の
皆
様
と
の
２
度
目
の
「
ご
縁
」
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
！

①
鈴
木

こ
ず
え

②
１
学
年
担
任

③
む
つ
市
立

第
二
田
名
部
小
学
校

④
（
趣
味
）
ド
ラ
マ
鑑

賞
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

⑤
２
度
目
の
大
間
小
勤
務
と
な
り
ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
か
ら
若
い

パ
ワ
ー
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
岡
村

亜
紀

②
５
学
年
担
任

③
む
つ
市
立

苫
生
小
学
校

④
（
趣
味
）
動
物
の
世

話
を
す
る
こ
と

⑤
子
供
た
ち
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
頑
張
り
ま
す
。

大
間
小
学
校

①
佐
藤

知
恵
美

②
３
・
４
年
担
任

③
風
間
浦
村
立

風
間
浦
小
学
校

④
（
趣
味
）
旅
行
、
温
泉

巡
り

⑤
18
年
ぶ
り
に
母
校
で
働
け
る
こ
と
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
元
気
に
楽
し
く
学
ん
で
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①
佐
藤

日
向

②
５
・
６
年
担
任

③
む
つ
市
立

第
一
田
名
部
小
学
校

④
（
趣
味
）
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
、
カ
フ
ェ
巡
り

（
特
技
）
ピ
ア
ノ

⑤
通
勤
途
中
に
大
間
の
キ
ラ
キ
ラ
な
海
を

見
て
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
と
一
緒
に
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

①
三
浦

匠

②
教
頭

③
八
戸
市
立

高
館
小
学
校

④
（
趣
味
）
釣
り
、
野
球

⑤
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

奥
戸
小
学
校

①
御
厩
敷

義
子

②
２
学
年
支
援

③
大
間
町
立

大
間
幼
稚
園

④
（
趣
味
）
ス
ポ
ー
ツ

観
戦

（
特
技
）
生
け
花

⑤
幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続

の
為
に
微
力
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
吉
田
珠
緒

②
養
護
教
諭

③
弘
前
大
学

④
（
趣
味
）
カ
フ
ェ
巡

り
⑤
保
健
室
の
先
生
１
年

目
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
、

あ
た
た
か
い
保
健
室
を
創
っ
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

①
山
内

成

②
教
諭
・
理
科

（
１
、
３
年
）

③
新
卒

④
１
人
の
時
間
を
楽
し

む
こ
と

今
年
か
ら
人
生
初
の
一
人
暮
ら
し
が
始

ま
り
、
不
安
も
多
少
あ
り
ま
す
が
、
今
の

う
ち
に
満
喫
し
尽
く
し
た
い
で
す
。

⑤
１
年
生
に
と
っ
て
は
３
年
間
の
学
習
の

基
礎
と
な
り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
受
験

に
直
結
す
る
大
事
な
授
業
と
な
る
の
で
、

１
時
間
１
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

①
熊
谷

敬
太

②
音
楽

③
む
つ
市
立

田
名
部
中
学
校

④
（
趣
味
）
ピ
ア
ノ
、
料

理

⑤
私
の
故
郷
、
函
館
市
に
近
い
大
間
町
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。 ①

加
藤

智
也

②
教
諭
・
数
学
（
１
年
）

③
む
つ
市
立

大
湊
中
学
校

④
（
趣
味
）
ひ
と
り
カ

ラ
オ
ケ

⑤
大
間
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
間
中
学
校
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①
千
葉

脩
平

②
国
語

③
筑
波
大
学

人
間
学
群

障
害
科
学
類

④
（
趣
味
）
読
書

⑤
下
北
の
高
校
出
身
の
た
め
、
下
北
の
大
間

高
校
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

①
山
下

徹

②
商
業
・
情
報

③
青
森
県
立
北
斗
高
校

④
（
趣
味
）
ス
ポ
ー
ツ

観
戦

⑤
大
間
に
来
る
の
は
初

め
て
で
す
が
、
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
！

①
田
中

大
基

②
地
理
歴
史
（
日
本

史
）・
生
徒
指
導
主
任

③
五
所
川
原
高
校

④
（
趣
味
）
歴
史

⑤
大
間
の
歴
史
を
学

び
、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ま

の
た
め
に
教
育
活
動
に
励
み
ま
す
。

①
角
田

健
悟

②
内
科
医
長

③
青
森
県
立
中
央
病
院

④
（
趣
味
）
ギ
タ
ー
、
写

真
（
特
技
）
資
産
設
計
提

案
業
務

⑤
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し

て
、地
域
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
斉
藤
佳
菜
子

②
内
科
医
長

③
三
戸
中
央
病
院

④
（
趣
味
）
カ
ラ
オ
ケ

⑤
昨
年
は
山
の
近
く
で

働
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
地
元
（
む
つ
市
）
の
近
く
で
働
け

て
、
海
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
落
合

秀
也

②
内
科
医
長

③
青
森
県
立
中
央
病
院

総
合
診
療
部

④
（
趣
味
）
空
手
、
ボ
ー

リ
ン
グ

⑤
１
年
振
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

大
間
病
院

①
尾
形

洋
紀

②
保
健
体
育
・
１
学
年

担
任
・
生
徒
指
導
部

③
八
戸
高
校

④
（
趣
味
）
美
味
し
い

も
の
を
食
べ
る
こ
と

（
ラ
ー
メ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
）、ド
ラ
イ
ブ（
下

北
を
堪
能
し
た
い
で
す
。）

⑤
生
徒
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
三
和

聖
徳

②
校
長
・
国
語

③
弘
前
大
学

教
諭
教
職
大
学

④
（
趣
味
）
歴
史

⑤
毎
年
マ
グ
ロ
釣
り
の

特
番
を
楽
し
み
に
観

て
お
り
ま
し
た
。
大
間
高
校
生
は
地
域

の
宝
で
す
。
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
間
高
等
学
校

①
増
田

誠
弥

②
生
活
整
備
課

④
（
趣
味
）
運
動

⑤
即
戦
力
に
な
れ
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
田
中

涼
太

②
住
民
福
祉
課

④
ド
ラ
イ
ブ

⑤
早
く
役
場
職
員
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
間
町
役
場

よ ろ し く お 願 い し ま す
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No . 419



 

～児童生徒をみんなで見守りましょう～
５月２５日(木) 午前７：１０～７：４０
＜大間地区＞・大間小学校前交差点・町営住宅前交差点・大間保育園前交差点
＜奥戸地区＞・奥戸小学校前

大間町小学校漢字大会の「満点賞」の受賞者紹介

今回は、令和５年１月に実施した「大間町小学校漢字大会」において、満点賞を受賞した児童を報
告いたします。大間小学校と奥戸小学校を合わせて24名の児童が満点でした。
今後も、さらに学力を身につけられるよう日々の学習を頑張ってほしいと思います。

第１学年… ６名
〔大間小〕①伊藤龍我 ②荒木心羽空 ③金澤汐音 ④川崎未来

⑤北舘美緒 ⑥田中彩煌

第２学年… ２名
〔大間小〕①今井愛恵
〔奥戸小〕①柳谷颯人

第３学年… ２名
〔大間小〕①堺 陽葵
〔奥戸小〕①野村優太

第４学年… ７名
〔大間小〕①伊藤徠仁 ②大野結彩花 ③傳法海美 ④平杜愛菜

⑤正根杏珠 ⑥南 杏奈
〔奥戸小〕①柳谷梨央

第５学年… ４名
〔大間小〕①赤田康太 ②畑山優羽來 ③山本楓徠
〔奥戸小〕①野村美優

第６学年… ２名
〔大間小〕①伊藤結菜 ②蛯子真琴

大間町〔平均点87.6点〕 大間小学校〔平均点83.9点〕 奥戸小学校〔平均点91.4点〕
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入園式 新学期のスタート！
令和５年度大間町立大間幼稚園の入園式が
４月６日に行われました。入園式では、年長
組が新入園児への歓迎の歌として「つくしが
でたよ♪」と「てをたたきましょう♪」を披
露しました。幼稚園での新しい出会いを大切
にしながら、園の教育目標である「がんばる
子・やさしい子・げんきな子」を目標に掲げ
てみんなで仲良く、そして楽しく園生活を送
れるように子ども達を見守っていきたいと思
います。

自然と触れ合いながら元気いっぱい遊んでいます！
自然豊かな幼稚園の園庭で子ども達は、池の生き物の観察をしたり、虫取りをしたり、花摘みをしたり
と自然に触れ合いながら元気に遊んでおります。また、食育指導として５月に園庭の畑に芋を植える予
定です。畑には芋の他にもにんじん、きゅうり、ミニトマトなどの野菜を植え、世話をしながら生長の様
子を観察して、収穫の時期になると野菜を使った調理も楽しんでいます。幼稚園の自然に触れ合いなが
ら元気にのびのびと育ってほしいです。

マグロのぼり と五月人形！
４月から天気の良い日に、マグロのぼりを揚げています。子ども達は「マグロのぼりおよいでる
～！！」と大喜びで登園してきます。マグロのぼりを見ることも、幼稚園に来る一つの楽しみになって
いるようです。近くで見上げると迫力満点のマグロのぼりは、６月まで揚げる予定です。また、大間幼
稚園では子ども達が元気に育つように願いを込めて、みんなで五月人形を飾りました。力持ちの金太郎
みたいに強く元気に育ちますように…
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１ 令和５年度の青森県後期高齢者医療保険料について
保険料は、均等割額（被保険者全員が納める額）と所得割額（所得に応じて納める額）の合計です。次
の方は保険料が軽減されます。
(１) 所得が少ない方の軽減
・同一世帯内の被保険者及び世帯主の所得額の合計に応じて、均等割額が軽減されます。その要件が、
次のとおり変わりました。


平成３年10月１日に『大間町100歳祝金支給条例』を制定し、現在は住民の方々にも広く認識されてき
ました。町では長期継続していくために県内の100歳祝金の調査をしたところ、100万円を支給している
のは当町のみであり、また、90歳や85歳の祝金の支給は下北管内ではないことが分かりました。
町は少子高齢化となり人口減少に対する対策として、町で子どもを生み育てる環境整備にも少しずつ
着手しています。高齢者の方々には健康で長生きをしていただくための事業も実施しています。
住みやすい町を目指し、新しい事業を展開していくためにはこれまでの事業の見直しも必要となりま
す。住民の皆さまのご理解をお願いします。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）

(２)被用者保険の被扶養者であった方の軽減
・均等割額が５割軽減されます。（資格取得後２年間）
※世帯の所得が少ない方は、７割軽減が受けられます。
・所得割額の負担が免除されます。
令和５年度保険料に関する通知書は、７月にお届けします。
⬘ 税務課 ☎３７－２５１８（直通）
青森県後期高齢者医療広域連合☎０１７－７２１－３８２１

２ 交通事故等にあったとき
交通事故や暴力等、第三者(自分以外の人)の行為によって負傷され、被保険者証を使って治療を受け
たときは、必ず健康づくり推進課へ届出してください。また、自損事故や、業務中の事故で労災が適用さ
れない場合も届出が必要です。
⬘ 健康づくり推進課 ☎３１－０３５０（直通）
青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１

令和４年度
世帯の所得額の合計 軽減割合

４３万円＋（１０万円×年金・
給与所得者等の数－１）以下 ７ 割

４３万円＋（２８．５万円×
被保険者の数）＋（１０万円
×年金・給与所得者等の数－
１）以下

５ 割

４３万円＋（５２万円×被保
険者の数）＋（１０万円×年
金・給与所得者等の数－１）
以下

２ 割

令和５年度
世帯の所得額の合計 軽減割合

４３万円＋（１０万円×年金・
給与所得者等の数－１）以下 ７ 割

４３万円＋（２９万円×被保
険者の数）＋（１０万円×年
金・給与所得者等の数－１）
以下

５ 割

４３万円＋（５３．５万円×
被保険者の数）＋（１０万円
×年金・給与所得者等の数－
１）以下

２ 割



15

第３１７号 保健だより 健康づくり推進課
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17



18



19



20

【申込先】健康づくり推進課 ☎３１－０３５０（直通）

個別がん健診 下記の医療機関で受診します

医療機関 内容 申込方法 料金

大間病院

胃がん
肺がん
大腸がん
肝炎ウイルス

大間病院(☎３７-２１０５)へ直接電話
してお申込みください。
※大間病院の胃がん検診は、胃部内視鏡(胃カメ
ラ)検査です。２年に１回です。
※胃カメラのがん検診を受けた場合は、翌年のが
ん検診はバリウム、胃カメラともに受診できま
せんので、ご注意ください。

無料
保険証に関係
なく、大間町
民であれば無
料で受けられ
ます。

むつ総合病院
北村医院
中央レディスクリニック

子宮頸がん

①役場健康づくり推進課(☎３１－０３
５０)に電話で申し込む
②健康づくり推進課から、受診券が届く
（５月中旬頃に送付予定です）
③希望する医療機関に電話予約する

※個別がん検診の結果は、役場から本人に郵送されます。

集団健診 各会場に健診バスが来ます

日にち 場 所

受付時間

７：00～９：00 (昼）12：30～14：30
(夕）16：00～18：00

特定健診 がん検診 定員 婦人科検診 定員
５月12日(金)

開発センター

受付終了 受付終了

各回
120人
程度

〇 (昼) 120人
５月19日(金)
漁業従事者優先 〇 〇

５月27日(土) 〇 〇
６月１日(木)

奥戸交流館
〇 〇 〇 (昼) 120人

６月14日(水) 〇 〇
７月12日(水)

開発センター
〇 〇

７月13日(木) 〇 〇 〇 (夕) 120人
９月22日(金) 〇 〇 〇 (昼) 120人

【料 金】 無料
※がん検診は、保険証の種類に関係がなく、大間町
民であれば無料で受けられます。
※特定健診について、社会保険の被扶養者は、受診
項目により別途料金がかかる場合があります。
※令和５年度に特定健診・がん検診を受診できる回
数は、種類ごとに１回です。

【受け方】
①健康づくり推進課に予約する
②健診日の１～２週間前に案内・問診票が届く
③当日、割り当てられた時間に受診する
④健診後、１ヶ月程度でご自宅に結果が郵送される
※特定保健指導の対象となった方や、ご希望の方は
保健師や栄養士の指導が受けられます。
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検査の種類 対象者 検査内容 集団 個別

特定健診

①30歳以上の国保加入者

・身体測定
・血圧測定
・尿検査
・診察
・心電図
・眼底検査・採血 (脂質、肝機
能、貧血、血糖、腎機能、尿酸)

〇 ×

②75歳以上の方
③生活保護受給者

④社会保険の被扶養者
（受診券が必要です）
※受診券や費用については、加入されている健
康保険組合にご確認ください。検査項目に
より、自己負担が発生する場合があります。
※協会けんぽの方は下部に記載している「協会
けんぽに加入されている被扶養者の特定健
診について」をご覧ください。

が
ん
検
診

胃がん 30歳以上の方
※胃がん検診について
・大間病院の胃カメラは50歳以上。
・昨年､大間病院で胃がん検診を受けた方は受
けられません。

集団:胃部エックス線(バリウム)
個別:胃部内視鏡(胃カメラ)

〇 〇
肺がん 胸部エックス線
大腸がん 便潜血検査(検便)

肝炎ウイルス 40歳以上で、過去に一度も検査したこ
とがない方 採血

婦
人
科
検
診

子宮頸がん 20歳以上の女性 細胞採取 〇 〇

乳がん 40歳以上の女性
※２年に１回(昨年受診した方は受けられません) マンモグラフィ 〇 ×

骨密度検査 30歳以上の女性 ＤＸＡ法(腕で測定します) 〇 ×

そ
の
他

風しんの
抗体検査

昭和37年度～昭和53年度生まれの男性
※風しんの抗体検査クーポンを利用したこと
がない方

対象者には、４月中に個別で案
内を送付しておりますので、詳
細をご確認ください。

〇 〇

【対象者・検査内容】

 

全国健康保険協会(協会けんぽ)に加入されている被扶養者の特定健診について
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No .３０３
今月の担当医

内科医長 小
こ

成
なり

田
た

衆
しゅう病院だより


皆さんこんにちは。大間病院の小成田です。
５月の初めは「立夏」とも呼ばれ、暦の上では夏の始まりとなります。春から夏へと移り変わり、徐々
に暖かくなり過ごしやすくなっていくのではないでしょうか。
さて、大間町や佐井村では５月になるとウニ漁が最盛期を迎えます。各地でウニ丼などが食べられる
ことも多く、旬のウニはとてもおいしいですね。
しかし、ウニの食べ過ぎには注意が必要です。それは、ウニを食べ過ぎると「痛風」になってしまうか
らです。
痛風とは尿酸という物質が体の中にたまり、それが結晶になって激しい関節炎を伴う発作を起こす病
気です。痛風の発作が起こると、ある日突然足の親指の付け根が腫れ、歩くことが困難なくらいの痛み
に襲われます。
尿酸はプリン体という物質が肝臓で分解されて生じる老廃物です。すなわち、プリン体を多く含む食
事が痛風の主な原因となります。
ウニには100gあたり137.3mgものプリン体が含まれており、これは同じくプリン体を多く含むイクラ
のお寿司１貫分で換算すると、約40倍になると言われています。
ウニやイクラの他にプリン体を多く含む食材としては、レバー、白子、あんこう、エビ、干物など、い
わゆる“おいしいもの”に多いとされています。（以前痛風は「ぜいたく病」とも呼ばれ、高級な食材をた
くさん食べる人がなるイメージの病気とされていました。）これらを食べ過ぎずに、野菜などを多めに、
バランスの良い食事を心がけることが痛風の予防には大切です。
食事だけではなく、アルコールの過剰摂取にも注意が必要です。ビールや日本酒にもプリン体が多く
含まれており、過剰に摂取すると痛風になってしまいます。プリン体を多く含む食べ物をつまみにお酒
をたくさん飲んでしまうと、ダブルパンチで尿酸値がはね上がり、痛風になってしまいます。アルコー
ルに関しても、節酒や休肝日をもうけることなどが大切です。
日頃の食生活を見直し、塩分や脂質だけでなく尿酸値も意識しながら、おいしい食事を楽しみましょう。

消防法により収容人員が10人以上となる特別養護老人ホーム、認知症グループホーム等や30人以上と
なる集会所、飲食店、店舗、旅館、ホテル等、または50人以上となる共同住宅、学校、工場、事務所等で
は「防火管理者」を必ず選任しなければなりません。
下北広域消防本部では「防火管理者」の資格取得講習会（甲種）を次のとおり開催します。
１．開催日時
・第１回 令和５年６月20日(火）、21日(水）
・第２回 令和５年６月22日(木）、23日(金）
（いずれも午前９時20分から午後４時20分まで）

２．場所
むつ市中央公民館 講堂 （むつ市大湊浜町13番１号）

３．受講資格
特別養護老人ホーム、認知症グループホーム、集会所、飲食店、店舗、旅館、ホテル、病院、診療所、
学校、工場、事務所等の防火対象物の関係者で管理的又は監督的な地位にあって、現在防火管理者の資
格を有していない方、またはこれに準じて消防機関が必要と認めた方とします。また、受講人数に限
りがありますので、防火管理者の選任義務がある防火対象物を優先いたします。受講資格についてご
不明な方は、下記の問い合わせ先に確認のうえ、申し込みをお願いします。
４．受講料
受講料は無料ですが、教材費として4,000円が必要です。

５．申込先
受講申込書は最寄りの消防署・消防分署にありますので、第１回、第２回ともに５月29日(月)から６
月９日(金)までに申し込みください。
なお、定員に達した場合は、申込み期間中でも締め切らせていただきます。
⬘ 大間消防署 予防係 ☎３７－３１０７
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民生委員・児童委員は、厚生労働省大臣によって委嘱されたボランティアであり、地域住民の身近な相
談相手、専門機関へのつなぎ役です。また、秘密主義を徹底し、それぞれの地域において関係機関と連携
し、さまざまな取り組みを推進しています。
大間町民生委員・児童委員協議会では、社会福祉協議会、消防団、町内会等関係機関・団体によるネッ
トワークとの連携を密にしながら、孤立や孤独、生活困窮、虐待、災害時要援護者支援等、住民に寄り
添った活動を心がけていきます。
当町の民生委員・児童委員は下記のとおりとなっています。お住まいの地区に委員がおりますので、
お気軽に相談ください。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）

◇◇◇大間町民生委員・児童委員◇◇◇

担当地区
米 持 豊 朝日町 ・汐見町
畠 山 章 美島町
畑 山 茂 割石 ・カットシ
中 新 幸 子 日和町
小 向 英 徳 浜町・第二
竹 内 眞 也 ときわ町
佐 藤 敬 子 ときわ町
伊 藤 健 一 ときわ町

担当地区
目 時 正 孝 上町
若 山 もと子 細間道 ・第一根田内
鹿 角 文 好 第二根田内
佐 藤 信 彦 向町
菊 池 弥 生 上仏町
岩 谷 恵 子 浜町第一 ・浜町第二
和 田 八重子 材木

担当地区
遠 藤 やす子 大間地区・奥戸地区

◇◇◇大間町主任児童委員◇◇◇



 
人権に対する困りごとや心配ごとの相談所を下記の日程で開設します。相談は事前の予約は必要な

く、無料ですのでお気軽にご来場ください。
１．相談所開設日時 ６月２日(金) 午前10時～午後３時
２．相談所開設場所 大間町役場 １階相談室３
３．相 談 員 大間町人権擁護委員 目時浩美、熊谷真理子、岩佐育夫、古畑龍泉
４．相 談 内 容 人権問題に関わるもの

（親子、夫婦、扶養、相続、借地、借家、名誉、信用、差別、虐待、いじめ、体罰 など）
※相談内容の秘密は固く守られます。

⬘ 住民福祉課 ☎３７―２５２０（直通）


相談支援事業とは、障がいのある人の福祉に関する様々な問題について、障がいのある人等からの相
談に応じ、必要な情報の提供、障がい福祉サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護のために必要な援
助を行います。
■日 時：令和５年５月17日(水) 午後１時～午後２時
■場 所：大間町役場１階 小会議室１
むつ市障がい者相談事業所の相談員の方々が相談や助言を行います。身近にある些細なことでもお気
軽にご相談ください｡なお、相談を希望される方は、事前に下記へご連絡くださるようお願いいたします。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）
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仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募集して
います。
国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
○ 受験資格

１ 令和５年４月１日において高校卒業後３年を経過していない者及び令和６年３月までに高
校を卒業する見込みの者

２ 人事院が１に掲げる者に準ずると認める者
○ 受験申込受付期間

令和５年６月19日(月)から６月28日(水)まで
○ 受験申込方法

受験申込みはインターネット申込みとする。
国家公務員試験採用情報NAVI（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）

○ 第１次試験日
令和５年９月３日（日）

○ 試験に関する問合せ先
仙台国税局人事第二課試験研修係 ☎０２２－２６３－１１１１ 内線３２３６
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２


１．今月の納期について
今月の納期については、下記のとおりとなっておりますので、納め忘れには注意しましょう。
なお、納税通知書は、今月上旬に発送予定となっております。

※納期を過ぎますと納付が遅れるごとに延滞金が加算される場合があります。延滞金の割合は納期内
納付をされた方との公平性を保つために法により定められています。

・固定資産税（第１期） 令和５年５月３１日（水)

※飼い犬（室内犬を含む）には、一生涯に一回の登録と、年一回の狂犬病予防注射が法律で義務づけられ
ています。生後91日以上の飼い犬をお持ちの方は必ず受けさせてください。
また、飼い犬の死亡や行方不明、飼えなくなった場合は、役場窓口に届け出が必要です。
【注射料金3,300円】 （内訳：注射料2,750円、注射済票交付手数料550円。）
※新規登録する場合は3,000円が別途かかります。
⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）

月日 対象地区 実施場所 実施時間

６
月
５
日
（
月
）

ときわ
蛯 子 写 真 館 付 近 ９:00～９:10
と き わ 町 営 住 宅 前 ９:15～９:25
高 校 住 宅 前 ９:30～９:40

朝 日 伊 藤 清 勝 氏 宅 前 ９:45～９:55

美 島
下 手 浜 漁 港 港 内 10:00～10:15
海 峡 荘 裏 10:20～10:30

汐 美 伝 法 昭 一 氏 宅 付 近 10:35～10:45
割 石 民宿みさき荘付近（斜路） 10:50～10:55
日 和 村 川 新 聞 店 付 近 11:00～11:10
カットシ 活 性 化 セ ン タ ー 前 11:15～11:25

月日 対象地区 実施場所 実施時間

６
月
６
日
（
火
）

浜 町 大 間 町 立 公 民 館 前 ９:30～９:40
上 町 伊 藤 利 文 氏 宅 付 近 ９:45～９:55
根 田 内 山 本 浩 二 氏 宅 付 近 10:00～10:10
小 奥 戸 小林住設倉庫（小奥戸）前 10:20～10:30
向 町 奥 戸 ゆ う ゆ う 館 前 10:35～10:45
上 仏 旧 奥 戸 屯 所 前 10:50～11:00
浜 町 旧 真 柄 商 店 付 近 11:05～11:15
材 木 農 村 婦 人 の 家 前 11:25～11:35
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個々の労働者と事業者との間に生じた労働問題（解雇・賃金引き下げ・長時間労働・パワハラな

ど）について、青森県労働委員会委員が相談に応じます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談時の検温の実施、連絡先の確認、マスクの着用、
手指のアルコール消毒等の対応をお願いいたします。

【日時及び開催場所】

【対 象 者】県内の労働者、事業主
【対 応 者】青森県労働委員会委員

（青森県労働委員会とは）
青森県の行政機関の一つ。労働問題について専門的知識を持つ、公益委員（弁護
士等）、労働者委員（労働組合役員等）、使用者委員（会社経営者等）で構成されて
おり、中立・公正な立場で労働問題を解決する。

【費 用】無料
【利用方法】随時受付（事前予約優先）
⬘ 青森県労働委員会事務局 ☎０１７－７３４－９８３２／FAX０１７－７３４－８３１１

URL（http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/job/roi-sodankai.html）

開催日 時 間 場 所

５月 ９日（火） １３時３０分～１５時３０分
青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）

５月２１日（日） １０時００分～１２時００分


官公庁の入札参加資格審査申請、建設業許可申請、所得税確定申告、金融機関の融資申込み等の

ため、県税（法人県民税・法人事業税・特別法人事業税等、個人事業税等）の納税額又は未納額はな
いことの証明書が必要な方は、次の書類等をご準備の上、県税部窓口に交付申請してください。郵
送による交付申請も可能です。詳しくは県税部までお問い合わせください。
１ 本人申請の場合
(１）申請書（県税部窓口に備付。県のホームページからもダウンロードできます。）
(２）本人確認ができる公的書類(運転免許証等顔写真付のものは１枚､顔写真のないものは２枚）
(３）手数料１通につき400円分の県証紙

２ 代理人申請の場合
(１）、（３）のほか、次の書類等をご準備ください。
(４）納税義務者の自署による委任状

（委任について、ご本人に確認させていただく場合がありますので、電話番号をご記入くだ
さい。）

(５）代理人の本人確認ができる公的書類（運転免許証等顔写真付のものは１枚、顔写真のないも
のは２枚）

⬘ 下北地域県民局県税部 納税管理課 ☎２２－８５８１（内線２０３）
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開催日 令和５年５月27日(土)
時 間 午前10時30分～午後15時
場 所 内山公園
内 容 大間焼肉デー、ＡＴＶ杯カラオケ大会

など
※雨天の場合、「ウイング」で開催する予定です。
⬘ 大間町観光協会 ☎３７－２２３３

海峡保養センター ☎３７－４３３４
■営業時間 午前８時～午後９時
養老センター ☎３７－２４１１
■営業時間 午前９時～午後８時
■今月の休館日
２日、９日、16日、23日、30日（毎週火曜日）
＊各施設の指定された駐車場に駐車してください｡


私の友人は、日本に来る外国人をテーマにした番組が好きです。ある日、その友人はこう言いました。

「いつも番組に出る外国人は日本語を使ったら漫画のセリフみたいな日本語を使って面白いです。」私は
「当然です。ネイティブな日本語を話すために、どうしたらいいか考えてください。」と言いました。
個人的な意見として、日本語が母語ではない人にとって自然な日本語の発音で話すのは難しいです。
自然な日本語の見本がほとんどありません。
まず、「役割語」を聞いたことがありますか。役割語というのは、登場人物の年齢、性別、性格など想
起させる特別の言葉遣いです。皆さんは、日本人のように喋るキャラクターや登場人物を思い浮かべま
すか？日本のメディアを見れば、役割語を使っている登場人物が多くて、日本人じゃなければ役割語な
のか日常の言葉なのか判断しにくいです。
もう１つの例を挙げると、私は日本語が話せますが、日本語を学んだ方法は、日本語の授業と検定のた
めの勉強です。くだけた言葉をあまり習えなかったので、私はときどき硬い表現を使ってしまいます。
「ポールはまじめな人で本当に仲良くできるかな」と言われた時もありました。
自然的な日本語を学ぶのに日本のメディアも教科書もよくないと知ったら、「日本語を話せるようにも
ちろん本物の日本人と会話したほうがいい」と思ってしまいますが、自然な日本語が難しいもう１つの
理由があり、日本人のような日本語を身につけにくいです。次の話を考慮してください。三沢に住んで
いる友人がいます。その友人は三沢基地に派遣され、日本人の奥さんができて、奥さんの言葉を聞いて
少し日本語の表現を習いました。しかし、友人は習った表現を使ってみると、男性なのに女性の日本語
をコピーして話したため、周りの人はギャグだと思い込んで友人に笑われてしまいました。つまり、実
際に人によって喋り方が違いますから、日本人と会話すると自分で使える日本語が出るとは限りません。
私は英語の授業で何回も「英語が苦手」と言っている生徒を見ました。ある程度、苦手になったのは、母
語の人やクラスメートと比べると、発音とか言葉遣いが違うからです。しかし、私は11年間日本で生活
してきて、流暢な日本語を話すことはできませんが、自分なりに伝えることで生活しています。
英語のことわざがあります。「Comparison is the thief of joy（和訳：比較とは喜びを奪うもの）このよ
うに、周りや外国人と比べずに自分の気持ちと考えを伝えるために自分なりの言葉を使うのはどうで
しょうか。


労働保険では、前年度の保険料を精算するための確定保険料と新年度の概算保険料の申告・納付の手
続きが必要となります。これを「労働保険年度更新」といいます。
労働保険年度更新の手続きは、６月１日(木)から７月10日(月)までの間に行ってください。
なお、申告手続きは窓口又は郵送によるほか、インターネットからの電子申請が便利ですので、ご活用
ください。
また、保険料は、口座振替による納付が便利ですので、ご利用ください。
詳しくは、厚生労働省又は青森労働局のホームページを検索いただくか、お近くの労働基準監督署又
は青森労働局総務部労働保険徴収室までお問い合わせください。
⬘ 青森労働局 総務部 労働保険徴収室 ☎０１７－７３４－４１４５
厚生労働省ホームページ https://www/mhlw.go.jp/index.html
青森労働局ホームページ https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/home.html
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ひとり言の編集室

冬の寒さから春の気持ちの良い寒さに変わりまし
た。大畑の桜は満開で桜のトンネルを観ながら出か
ける休みは良い気分ですよね。
さて、５月は桜祭りが春祭りと名前を変え、５月

27日(土)に開催となります！
また、学校等の運動会シーズンに入ってきます！
感染症対策が緩和され、様々なイベントができ、

とてもうれしく思います。 ○平

＝お願い＝
新聞へのお悔やみ情報の掲載を希望する方
は、届出の際に係に申し出て下さい。

個人のプライバシーを尊重し、届出の際に掲
載の意思を確認させていただいております。

３月届出分３月届出分

御ӛ敷保男さん 81歳（大間平）
神馬 和子さん 91歳（細間）
横濵 武義さん 74歳（奥戸下道）
筑田 三男さん 78歳（大間平）
宮野そのゑさん 92歳（冷水）
佐々木清喜さん 91歳（新釜）
竹森 辰美さん 82歳（大間）
能戸 久子さん 96歳（奥戸村）
佐々木福義さん 69歳（根田内）



人 口 男 女 世 帯 数

総数 4,817(－48) 2,463(－32) 2,354(－16) 2,480(－22)

大間 3,807(－39) 1,967(－30) 1,840(－ 9) 1,957(－17)

奥戸 882(－ 8) 423(－ 1) 459(－ 7) 452(－ 4)

材木 128(－ 1) 73(－ 1) 55(± 0) 71(－ 1)

奥川 梓羽
あずは

ちゃん（真里さん）

筑田 和樹さん（大間町）(二本柳真穂さん（むつ市）

●５月の連休中のごみ収集について
５月３日(水)～６日(土)全ての収集及び業務を休業します。
５月９日(火)資源ごみの収集を休業します。

●「町指定のごみ袋」使用について
ごみ収集所は「大間町指定のごみ袋」に入っているものを収集します。
それ以外の袋に入っているものは収集しませんので、直接クリーンセンターに搬入して下さい。（計量

して料金を納めることになります。）
みなさんが気持ちよく収集所を使用できるよう、ご協力をお願いします。

⬘ 住民福祉課 ☎３７－２５２０（直通）
大間町クリーンセンター ☎３７－３００１


